A SHORT HISTORY OF THE RESEARCH FOR FAMILY BUDGET IN JAPAN.(II) by 多田, 吉三




A SHORT HISTORY OF THE RESEARCH FOR 
FAMILY BUDGET IN JAPAN. 1 












































































































































( 16 ) 
多国:日本家計研究小史 (2) -)19ー
第 1表東3誌における20験工の家計 (大正5年) -1ヶ月一
費 目 比率
帯 収
円 '‘ 世 主 入 岱.521 82.51 
収 委 の ~ 入 2.お9 7.92 
子 弟 の 収 入 2.145 7.53 
入 そ の {tl!. の 牧 入 0.582 2.04 
A匹事. 計 28.507 1∞.∞ 
計 11.546 41-41 
(イ)米 類 5.226 18.76 
(ロ)魚 類 1.070 3.84 
飲 (ハ) 肉 類 (望書卵， 牛乳を含む) 0.480 1.72 
食
(ニ) 豆 腐，煮豆，漬物類 0.667 2.39 
(ホ} 野 業， 乾 物 類 1.309 4.70 
物 (へ) 楽 子， 果 物 類 0.645 2.31 
支 書聖 (ト) 塩，味憎， 4書泊，砂結類 0.979 3.51 
(チ) 短 草 0.534 1.92 
(リ) 酒 類 0.450 1.61 
(ヌ)茶， 氷， サイダー類 0.182 0.65 
計- 4.897 17.57 
2.住宅費 4.472 16.04 
(ロ)勝手道具，家具質入の類 0.425 1.53 
3.炭 薪， 般 火 費 1.172 6.14 
4 被服見廻繍 (貯工F底?崎弘2立) 2.090 7.50 
昔十 2.278 8.17 
5.保健聖堂 川湯銭 雌石鹸…| 1.064 3.82 
(ロ) 薬 代 (医師謝礼を含む) 1.214 4.35 
出 6.育 児 il (小児小遣，学校聖堂，玩具) 0.919 3.29 
7.交 通 費(電車賃，車代の類) 0.703 2.52 
8.通 信 費 0.134 0.48 
9.会費，寄附金，衛生費の類 0.175 0.63 
10.交 際 聖堂 (~.tl品， 容事t， 来客費の類) 0.875 3.14 
1. J!f 楽 重量(新 聞代，娯楽聖堂) 0.362 1.30 
12.雑 費 0.738 2.65 
13. 負債費(借金元幸IJ，賀利子支払の類) 1.451 5.20 
以 上 の 計 27.878 100.00 
14・ 賂{貯金，都 ，工場積立金，貸金の類)I 3.070 
1ロh 計 30.948 












































































































































































































( 22 ) 
多国:日本家計研究小史 (2) -125ー
第3表 実政入階層別牧支過不足状況 (大正15年~昭和2年)
~ω I ~80 1 ~1∞ -120 -140 -160 -180 ~ZOO I 200-1平均
同 同 円 円 同 H 円 H H 円
給料
実 牧 入 53.31 11.26 90.55 110.14 130.25 H9.22 110.23 188.85 お0.02 131.17 
実 支 出 5ト10 69.64 86.12 103.28 120.25 132.81 152.78 165.96 197.82 124.34 
活生 露支ー実支出 -4・981-3花 ーふ51 一川一日 11-6・621-1・511-10.55 -14.99 -8.18 
者
世帯 実放入一実支
出 ー0.801 1.961 4.43 I 6.86 I 10.01 I 16.41 I 17.45 I 22.89 32.20 12.83 
赤字世帯の岬!55.561 29.461 28.241 22.05! 20・00116.59! 15.891 ]2.21 13.46 20.38 
ヲす
実枚入 52.86 71.34 90.03 109.28 128.74 149.04 168.91 188.83 231.41 102.01 
働
実 支出 52.52 67.66 82.23 97.93 112.1 128.46 142.08 154.54 177.35 91.38 
者 勤牧 労入一実支出 -2.59 -1.30 0.80 1.01 4.74 3.33 8.23 9.82 25.04 1.54 
世 ~牧入一実支出 0.34 3.68 7.80 11.35 16.63 20.63 26.83 34.30 54.06 10.69 
都
赤字世帯の比本 42切 121.21 1 18.80 16.72 13.82 12.23 2.44 19.75 
実 牧 入 47.10 10.21 89.48 109.82 130.94 148.30 161.34 189.93 221.1 96.16 
実支出 59.79 75.81 93.05 107.67 126.28 138.88 140.09 139.32 169.48 96.39 a量
会収受一実支出君臨 -30.72 -30.92 -36.37 -36.10 -42.72 -4




-24.23 -21.98 -24.92 -23.25 -28.65 -31.∞ 一13.30-0.10 -11.19 -23.19 
* 実牧入一実支出 -12.69 -5.60 -3.59 2.15 4.66 9-43 27.25 50.61 51.63 -0.24 
赤字削の比率184.91 1 57.35 1 54ω| 糾 44136.231 39.471 0.00 1 20.00 I 52
{備考) 1・ 赤字世帯の比率は，実i政支バランスを蕊準にとってある。







































































































































































( 27 ) 
-130ー 社会福祉学


















































入にたいする支出の比率 A/B，および「必需度Jlndex of necessity ν を用いてこれを表現した
のである。いま任意の支出資自を f，J投入 fもしくは初期保有金)を αであらわすと，この費自の
牧入にたいする弾カ性は次式で示めされる。
Iim (~'J(~三' =~ . .3.L
訓令。 ¥1I'¥a ' 1 aa 
彼のい う必需度とは，この逆数をと って名付けらたものである。
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